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挨     拶 

 

品川区教育委員会教育長 

伊﨑 みゆき 

 

品川区では、これまでの教育改革で培った成果を生かしながら、子どもたちが持続

可能な社会の創り手として、心身ともに健康で知性と感性に富み、人間性豊かに成長

し、未来を自ら切り拓いていく資質と能力を育んでいけるよう、多様性と個別性を重

視した教育を進めています。「地域とともにある学校づくり」、「３校種体制における

学校教育の推進」、「９年間の一貫したカリキュラム」を３つの柱として、各学校が教

育の普遍的な使命を踏まえつつ、今日的課題に対する取り組みの充実を図っています。 

「３校種体制における学校教育の推進」では、中学校・義務教育学校ごとに連携グ

ループを設定し、地域の実情にあった９年間の子どもの成長過程を捉えて連携して教

育研究・実践を行っています。また、「９年間の一貫したカリキュラム」については、

学校教育を義務教育９年間という視点から捉え直し、各教科の系統性を明確にした

「品川区立学校教育要領」を策定し、品川区独自の一貫したカリキュラムを定め、実

践をしているところです。その中で、令和４・５年度品川区教育委員会研究学校とし

て、義務教育９年間の一貫教育における連携グループである「東海グループ」の品川

区立城南小学校・浅間台小学校・城南第二小学校・東海中学校の４校が、研究と実践

を積み重ね、発表を行うことは品川区の一貫教育の推進において、大変に有意義であ

ると捉えております。 

さて、現代社会は、人々の価値観や関係性が多様になることで様々な課題や変化が

生じるとともに、将来の予測が困難な時代となっています。これからの児童・生徒に

は、自分の良さや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を尊重し、多様な人々と

協働しながら社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓いていく資質・能力が必要

となります。「東海グループ」では「子どもに、より伝わる授業」を目指し、研究主題

を「学びのギャップを乗り越えさせる指導行動の追究」と設定しました。これは、児

童・生徒の成長やつまずき、悩みなどの理解に努めながら、きめ細かく指導・支援す

ることや、児童・生徒が自らの学習の状況を把握し、主体的に学習を進めることがで

きるように支援し、誰一人取り残さない教育を目指すものです。本研究を通して、児

童・生徒に新たな学習事項を着実に獲得させるために、多様性を理解し、学習状況の

理解と９年間の系統立てた的確な教材分析の上に、教員自身が明確な意図をもち指導

行動を組み立てることを実践し成果を出したことは大変すばらしいことです。 

熱心に研究に取り組まれました城南小学校宮崎朋子校長、浅間台小学校髙橋健一校

長、城南第二小学校三浦一輝校長、東海中学校蜂屋隆子校長ならびに前任の森嶋尚子

教育アドバイザー、黒田佳昌校長をはじめとする教職員の皆様に敬意を表すとともに、

御指導賜りました講師の芳賀明子先生をはじめ関係各位に厚く御礼申し上げます。こ

の研究の成果を多くの学校で効果的に活用され、さらなる児童・生徒の資質・能力の

育成や教員の授業力の向上に寄与することを祈念いたしまして、挨拶といたします。 



はじめに 

 

この研究は、教師の指導行動に焦点をあてた「児童・生徒に伝わる・思考に働きかけ

る」授業改善への実践的研究です。授業の場において、身に付けさせるべき知識技能を習

得させ、児童・生徒の思考を促し育むのは教師の責任であり、その働きかけこそが重要だ

との考えから指導行動を取り上げています。過剰な働きかけは、時に児童・生徒の学びを

妨害します。促すべき思考を拡散させてしまったり、停止させてしまったりすることもあ

ります。このようなことが起こらないように児童・生徒の頭の中で起こっていることを理

解して指導行動を選択することが重要と考えています。 

考えを深めさせるために、様子を豊かに想像させるために何をどのように質問するの

か、思考を整理させるためにどう説明するのか、理解を促すために何をどのタイミングで

提示するのか…。様々な児童・生徒がいる中で新たな学習事項を獲得させるために、それ

までの経過を含めた学習状況の理解の上に立ち、目的に向けて指導行動を組み立てていく

ことで、児童・生徒により伝わり「分かった」を生むものと考えます。指導行動の選択に

は、児童・生徒の頭の中で起こる反応の予測が欠かせません。つまり、指導行動の一つ一

つは、目的に向かって計画された児童・生徒とのコミュニケーションだと捉えることがで

きます。児童・生徒のもっている背景によって異なる反応を理解して予測するのは簡単で

はありませんが、そこを乗り越えることで児童・生徒の思考を動かす授業が可能になると

考えました。 

 

東海グループ４校での連携は、品川区で平成１８年に小中一貫教育が行われた時から取

り組んでいます。連携内容の見直しを行いながら、令和３年に「授業内コミュニケ―ショ

ン」「指導行動」「学びのギャップ」などの言葉をキーワードに授業の変革改善に取り組み

ました。そして、令和４・５年度の品川区研究学校として、研究を深めてきました。しか

し、各校の実態があり、課題が異なるため、３校の小学校と１校の中学校が同じ研究テー

マで取り組むことは困難なことでした。そのため、講師の助言を受けながら協働的研究を

模索した２年間でした。その結果、東海中学校は中学校が教科に関係なく授業改善につい

て課題解決できることを目指しました。浅間台小学校は通常学級での取り組みだけでな

く、特別支援学級についての研究を深めました。城南第二小学校は積み重ねた今までの研

究をベースとして、国語科の物語文を題材に研究を深めました。城南小学校は指導案の作

り方の研修を重ねながら、国語科の説明文の授業改善に取り組んできました。 

 

授業におけるコミュニケーション力を自身で鍛え、高める力をもつ教師に育てていくこ

とを目指して、連携校４校で協働的研究の実践に取り組んできました。教師の役割、専門

性を問いながら、今後も追究してまいります。 

 

 結びに本研究に御尽力いただきました、元聖徳大学教職大学院教授 芳賀 明子先生並

びに品川区教育委員会の皆様には、心より感謝申し上げます。 
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研究の概要 

研究主題 

「学びのギャップを乗り越えさせる指導行動の追究」 

～小・中学校の指導の一貫性を見出し、児童・生徒の学びを支援する協働的校内研究の提案～ 

 

１ 研究の背景 

 児童・生徒の学校生活に関する課題は指摘され続けている。東海中学校区においては、

学校生活への適応（特に生活指導に関する課題）にグループとして取り組んできているが、

情報交換にとどまりがちであり、実際は各学校による取組となっている。それ以上に学習

に関する課題への取組は各校独自のものとされており、特に小・中学校間における協働的

な取組は十分とは言えない。 

 授業は、各学校が主として取り組む業務であり、教育活動の中核である。同じ年齢の子

どもたちが、学習指導要領に則り、同じ教科書を用い、よく似た教育課程の下で授業を受

けていることは、私たち教員が、共通して取り組める場面であり、研究・研修を協働でき

る場面でもある。 

 この授業についての共通認識や共通理解を深めることは、しばしば指摘されている小学

校―中学校間のギャップの低減になると同時に、東海中学校に進学する小学校間のギャッ

プも低減することになると考えられる。小学校―中学校間のギャップを縦のギャップとす

るなら、３つの小学校間のギャップは横のギャップである。縦横のギャップの低減のため

に、授業における教師の行動（指導行動）について、共通認識のもとに小学校で学習経験

を積ませ、中学校に引き継ぐならば、中学校進学時のギャップへの対応になるとも考えら

れる。 

 そこで、このグループ研究の対象を授業における教師の指導行動に焦点化し、授業実践

の成果と課題を共有することで、研究主題に迫ることとした。 

 

２ 研究の進め方 

（１） 研究の考え方 (前年度どおり、芳賀明子先生の「授業コミュニケーション分類」を基盤とする。) 

元聖徳大学大学院教授芳賀明子先生によって研究・開発された「授業コミュニケー

ション分類」と「授業コミュニケーション分類を用いた授業案様式」を用いて、授業

研究を進める。 

（２） 授業研究の進め方  

上記、芳賀明子の研究に基づき、授業コミュニケーション分類及び授業案様式に基

づいて、 

①  授業計画を作成し、授業批評・協議を行う。 

②  小学校：全教員による授業検討・授業参観・協議会の実施  

中学校：授業者と講師を中心にした少人数グループによる授業検討・授業参観・ 

協議会の実施 

③  各校の授業の配信による連携校４校の同時共有 

 

（３） 研究体制（組織） 

管理職会（基盤となる考え方、進め方の協議や提示・各校の実際の進行・各

学校間の連絡調整） 

     研究主任部会（提案授業の検討・協議会等の進行・各校間の情報交換） 

     学校部会(授業実践・課題と成果の明確化) 
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３ 授業作りの基本の考え方 

（１） 過不足なく構成する 

    本時の指導事項を明確にしたシンプルな授業づくりが基本となる。あれもこれも

と盛り込まれたり、根拠が不明瞭な活動がなされていたりする授業も少なくない

が、本研究においては、目的に沿って過不足ない１時間の授業を計画する。特に

吟味不足の思い付きのような説明などは、子どもの思考を混乱させる原因とな

る。また、ワーキングメモリの小さい子どもに、長い説明や一度に多くの指示は

伝わらない。さらに、あいまいな指示は教室全体にさわつきや沈黙を生む。余分

なものを省くと時間の余裕が生まれ、個別支援に充てることも可能になると考え

る。 

（２） クラスの８割に伝わる伝え方を目指す 

    様々な育ちの背景をもった多様な児童・生徒が集まっているのが公立学校の現状

である。中には発達のバランスに課題をもった児童・生徒も見られる。このよう

な状況で１００％の児童・生徒に伝わることを目指すのは現実的ではないと考え

る。しかし、少なくとも８割の子どもには確実に伝わるように指導行動を吟味す

ることで、全員の「より分かる」を生むことができると考えます。分かる子には

より分かる、分からなかった子にも分かる、を生むために指導行動を吟味して、

授業を行っていく。 

（３） 既習事項を使う 

    認知の知見を借りれば、子どもは白紙の状態から新たなことを学ぶわけではな

い。すでにもっている既習の事項と関連付けて新たなことを取り込み、ネットワ

ークのように広げ、その網の目を密にしていくのである。このことを踏まえ、今

指導しようとしていることは、既習事項の何につなげれば円滑に習得できるのか

を考えておくことを授業づくりの必須としている。既習事項は、知識・技能、思

考（判断・表現）に分類して整理し、想起させ使わせるものを選択していく。新

たな学習場面で、既習事項を想起させて繰り返し使わせることは、習熟・定着に

とって有効であり、活用そのものと考えている。 

（４） 認知の側面から児童・生徒理解をする 

    指導行動の吟味の根拠は、記憶やワーキングメモリ、分かり方の仕組みである。

これらは認知についての知見を基にしている。子どもの思考に届く働きかけをす

るためには、知識や技能を使いながら思考する子どもの頭の中で起こっているこ

とを理解しなければならない。これまでは、発達心理や学習心理などの知見を踏

まえて指導を考えてきたが、今後はこれに加え、認知心理や認知科学、教育工学

などの知見を取り入れて児童・生徒の内面の理解に努めることが教師にとって必

須のこと捉えている。特に授業場面においては、印象に拠る児童・生徒理解では

なく、既有の学習内容を踏まえて、今の学習獲得状況を的確に捉える必要があ

る。 

（５） 構造的に教材分析し解釈する 

    知識技能を習得させ、思考・判断・表現力を育てることを考えた時、教材・単元

についてのより客観的分析が必要だと考え、構造的な分析を試行している。指導

事項を明確に把握・理解し、重複や漏れを防ぐ意味でも重要となっている。指導

事項を分類整理し、過不足なく指導計画に組み込み、深い学びにつながる道筋を

予測し、可視化している。 
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４ 授業づくりの実際 

２（１）で挙げているが、この項は講師である元聖徳大学大学院教授芳賀明子先生によ

る「授業コミュニケーション分類の実践的活用」に基づいている。これは、授業づくりの

手順を研究に基づき具現化したものであり、この手順に則って、授業を計画し実践し、評

価することを原則としている。 

（１） 指導行動を分類する 

    教師が授業中に発する言葉や働きかけは多様に存在する。学習指導に直接かかわ

らない発話もあり、授業の開始や終了の挨拶などはこれに含まれる。個別の児童・

生徒への学習に向かわせるための支援的発話も多くみられる。このような指導内容

に直接かかわらない働きかけは、現段階では本研究の対象にはしていない。本研究

においては、学習内容伝達にかかわる言葉・働きかけを対象にしている。この授業

構成そのものにかかわる指導行動を他の指導行動と区別するために業務的カテゴリ

ーと呼んでいる。現時点での業務的カテゴリーとしての指導行動は、以下の 6 つに

分類し、授業構成の重要な要素となる指導行動と捉えている。 

〈芳賀明子  帝京短期大学紀要№２２から抜粋〉 

（２） 指導行動を自覚する 

本研究で使用している本時の授業案の形式の意味は、指導行動の視覚化と自覚に

ある。指導者自身の内にある計画のイメージを文字に起こすことで、指導の具体的行

動を客観的に考察することができる。実際の授業中の教師の言葉を分析してみると、

言い直しや、付け足し、一度にたくさんの指示、説明と指示の混同、根拠のない断定

的説明などがみられ、子どもの思考の混乱や停止を招く原因になっている。また、質

問だけで授業が進み、すでに知っている子どもの発言だけで進行するような授業も見

られる。これらの問題を解決するためには、このことについての教師自身の自覚が必

要となる。児童・生徒の学習状況からみて説明の言葉はこれでよいのか、提示のタイ

ミングは適当か、この言葉で質問したら子どもはどんなイメージを浮かべるのか、思

考がどう動くのかなど吟味することで、より子どもに伝わる指導行動を計画すること

ができると考えている。 

指導行動を授業の場面での子どもとのコミュニケーションと捉えると、指導行動の

選択において、子どもの頭の中で起こる反応の予測をより正確にすることが必須のこ

ととなる。 

指導行動 定義 例 

説明 指導内容にかかわる説明をする。 「この言葉は○○という意味です」 

提示 
指導内容に関する情報を視覚的

に示す。 
写真や絵を黒板に貼る 

指示 学習活動を指示する。 「音読をしましょう」 

確認 
取り上げた内容について記憶し

ているか確かめる。 

「段落はいくつに分けられました

か」 

閉じられた質問 

①答えが一つに限定される質問

をする。 

②前時までの学習内容を想起し

て答える質問をする。 

①「何色の帽子ですか」 

②「語り手は誰と書いてありました

か」 

開かれた質問 
これまでの学習内容や学習経験

を総合的に答える質問をする。 

「主人公の行動をどのように考え

ますか」 
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（３）本時授業案の例 

すべての指導行動に順に番号を付けている。事後評価をしやすくするためと、こ

の数を授業づくりの目安にも活用する。 

第３学年 理科 「電気の通り道」 １/９時 

〇指導事項 ・電気と明かりの区別 ・電気と乾電池の関係 
・乾電池の＋極・―極、豆電球、ビニル導線の特徴 
・乾電池と豆電球を導線でつなぐと豆電球に明かりがつくこと 

教師 児童 教師 

学習行動の指針 学習活動 既習事項の想起 

説明・提示・指示・質問・確
認 

予測 説明・提示・指示・質問・確
認 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤  閉じられた質問 
今、黒板に線を引きました。左
のグループに名前を付けると
したらなんてつけますか。 
 
⑥  確認 
そうですね。暗いときに明るく
するものばかりですね。「明か
り」グループです。右側は、明
かりではないグループとしま
す。 
 
（教室の明かりを消す） 
⑦  閉じられた質問 
今、先生は何をしましたか。 
 
 
⑨  閉じられた質問 
でも、消したのは電気ではあり
ません。 
何を消したのでしょうか。 
 
⑩  確認 
そうですね。「電気」を消したの
ではなく、「明かり」を消したの
です。 
 
⑪  説明 
電気とは、明かりをつけたり、
扇風機を回したり、掃除機を動
かしたり、テレビをつけたりす
るもので、目には見えないもの
です。 

 
 
 
 
 
・発電所です。 
 
 
 
 
 
 
 
・テレビ、冷蔵庫、洗濯機、
照明、スマホ、ライト、
タブレット、クーラー、
扇風機など。 

 
・明るいもの、光るもの 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・電気を消しました。 
 
 
 
 
 
 
・照明、明かり 
 

①  提示 
この地図をみてください。これ
はこの地域の地図です。 
 
②  閉じられた質問 
この地図記号は何を表してい
ましたか。 
 
③  確認 
そうですね。電気をつくる所で
したね。 
 
④  閉じられた質問 
では、みなさんの身の回りで電
気を使ったものには何があり
ますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧  確認 
そうですよね。普段「電気をつ
けて」「電気を消して」と言って
いますね。 
 
 
 
 
 



 概要 5  

（４）ギャップを予測する 

   新しい事柄は、既有の事柄と関連付けられ、新たなネットワークとして形成さる。

これが認知の変化であり、学びとなる。しかし、ここで考慮しなければいけないこと

が、そこにはギャップがあるということである。自然成長的な発達で見込まれる以上

に児童・生徒の能力を伸ばすことが教師に求められていることを考えれば、このギャ

ップを理解して指導することは、非常に重要なこととなる。そこに対応するために、

以下のように新規の指導事項に関連すると考えられる既習事項を抜き出し、知識・技

能、思考・判断・表現に分類整理し、新規事項との間にあるギャップを予測する。前

学年からのものを記載し、積み重ねてきた知識・技能、思考・判断・表現を確認し、

ギャップを乗り越えさせる指導方略を選択していく。 

＜既習事項＞ 

単元 知識 技能 思考 

（４年） 

「アップとルー

ズ」 

・段落の対比を捉え

ること 

 ・段落相互の関係に着

目すること 

（５年） 

「なまえつけてよ」 

・人物同士の関わり

を捉えること。 

 ・自分自身の感じ方と

比べて感想をまとめ

ること 

（５年） 

「たずねびと」 

・起承転結の物語の

構成 

・山場の理解 

・物語のテーマ ・心情や情景を想像し

て読むこと 

（５年） 

「やなせたかし 

－アンパンマンの勇

気」 

・伝記の書かれ方 ・人物の生き方や

考 え 方 を 言 動

な ど の 言 葉 か

ら捉えること 

・自分の生き方に取り

入れること 

（５年） 

「大造じいさんとガ

ン」 

・情景描写から読む

こと 

 

・心情や場面の様

子 を 表 す 表 現

の 工 夫 を 見 つ

けること 

・直接書かれていない

人物の深い心情や性

格について想像する

こと 

（６年） 

「帰り道」 

 

 

・視点を理解するこ 

 と 

・直接的表現の心理

描写、比喩的表現 

・２人の視点で書

かれた、「互い

に対する見方」

「『言葉』に対

する思い」「同

じ も の を 見 た

時の、見え方の

違い」を読み取

ること 

・登場人物の相互関係

や心情について、違

う視点で書かれた描

写を基に捉えること 

＜ギャップの予測＞ 

 

 

  

〇表現の効果や視点の違いを捉え、情景を読み取ること。  

○作者の経験や生き方と関係付けて作品を読むこと。  

〇作品の世界をつかませること。  
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＜新規事項＞  

※参考文献 

１ 教員の授業コミュニケーションの分類―小学校教員の授業におけるコミュニケーショ

ンの分析と検討― 

（帝京短期大学紀要№２２、２０２１） 

２ 授業コミュニケーション分類の実践的活用―授業コミュニケーション分類に基づいた

授業改善―（帝京短期大学紀要№２３、２０２２） 

３ 授業コミュニケーション分類の実践的活用２―授業コミュニケーション分類に基づい

た授業改善―（帝京短期大学紀要№２４、２０２３） 

単元  知識  技能  思考  

「やまなし」 ・作者特有の比喩や

反復表現の工夫  

 

・描写を対比して読

み取ること  

・作品の世界と作者

の生き方・考え方

を関わら せて読

むこと  

・作者の生き方から作

者の人物像を捉え、そ

こから作品の世界を

捉えること  
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研究に関する Q＆A（回答者：元聖徳大学教職大学院教授 芳賀明子先生） 

 

研究に関する Q＆A（回答者：元聖徳大学教職大学院教授 芳賀明子先生） 

 

 

 

 

Q１ 指導行動とは何ですか？ 

A１ 指導内容伝達に関わる教師の働きかけのことを指します。業務的カテゴリー（説明・提示・

指示・確認・閉じられた質問・開かれた質問）に分類されています。 

  

Q２ 指導行動を研究として取り上げる理由は何ですか？ 

A２ 指導行動は、授業を行っているすべての教師がとっている言動を指します。指導行動につ

いて様々な研究がなされていますが、伝達・コミュニケーションという視点で詳細に考察さ

れたものは少なく、また、当事者としての教師（授業者）の行動の意識化という視点も十分

に吟味されていませんでした。 

この研究の、授業をする当事者である教師が自らの授業における「指導行動を計画し、実

践し、振り返る」という流れに着目してください。この流れが授業改善の視点であり、研究

のポイントです。授業研究が、主に観察者の視点によって評価されるのでなく、実践の当事

者が授業を論理的に構築し、客観性を持って評価することで、より学習者（児童生徒）に伝

わる授業を構成できます。学習者（児童・生徒）の思考に沿い、知識技能の獲得を援けるた

めに自らの指導行動を意識し、構成する習慣をもつことは、授業改善の日常的な取り組みに

つながります。 

  

Q３ 指導行動を吟味することの効果は何ですか？ 

A３ これまで教師の日常的な指導行動の吟味の仕方は明確だったとは言えません。そのため、

児童・生徒の思考の混乱や停止を招いていたり、一方的で学習者の了解を得られていなかっ

たりする場面がみられました。（例：教師の言い直し、付け足し、一度に多くの指示、説明と

指示の混同、根拠のない断定的な説明など） 

こうした課題を低減するために指導行動の吟味・選択は欠かせません。 

  

Q４ 指導行動を吟味する際のポイントは何ですか？ 

A４ 授業内の中で行われていることは、目的に向かって進む「やり取り（コミュニケーション）」

です。円滑でない「やり取り（コミュニケーション）」で、児童・生徒の思考を混乱させない

ように、授業者が学習者の頭の中で起こっていること、すなわち受け入れの状態を理解し、

頭の中で起こる反応を予測して、指導行動を吟味・選択することがポイントです。頭の中で

起きることの予測には、既習事項の把握と新規の指導事項のギャップの理解も必要です。 

「予測」は授業における児童生徒理解と言えるポイントです。 

Q１ 指導行動とは何ですか？ 

A１ 指導内容伝達に関わる教師の働きかけのことを指します。業務的カテゴリー（説明・提示・

指示・確認・閉じられた質問・開かれた質問）に分類されています。 

  

Q２ 指導行動を研究として取り上げる理由は何ですか？ 

A２ 指導行動は、授業を行っているすべての教師がとっている言動を指します。指導行動につ

いて様々な研究がなされていますが、伝達・コミュニケーションという視点で詳細に考察さ

れたものは少なく、また、当事者としての教師（授業者）の行動の意識化という視点も十分

に吟味されていませんでした。 

この研究の、授業をする当事者である教師が自らの授業における「指導行動を計画し、実

践し、振り返る」という流れに着目してください。この流れが授業改善の視点であり、研究

のポイントです。授業研究が、主に観察者の視点によって評価されるのでなく、実践の当事

者が授業を論理的に構築し、客観性を持って評価することで、より学習者（児童生徒）に伝

わる授業を構成できます。学習者（児童・生徒）の思考に沿い、知識技能の獲得を援けるた

めに自らの指導行動を意識し、構成する習慣をもつことは、授業改善の日常的な取り組みに

つながります。 

  

Q３ 指導行動を吟味することの効果は何ですか？ 

A３ これまで教師の日常的な指導行動の吟味の仕方は明確だったとは言えません。そのため、

児童・生徒の思考の混乱や停止を招いていたり、一方的で学習者の了解を得られていなかっ

たりする場面がみられました。（例：教師の言い直し、付け足し、一度に多くの指示、説明と

指示の混同、根拠のない断定的な説明など） 

こうした課題を低減するために指導行動の吟味・選択は欠かせません。 

  

Q４ 指導行動を吟味する際のポイントは何ですか？ 

A４ 授業内の中で行われていることは、目的に向かって進む「やり取り（コミュニケーション）」

です。円滑でない「やり取り（コミュニケーション）」で、児童・生徒の思考を混乱させない

ように、授業者が学習者の頭の中で起こっていること、すなわち受け入れの状態を理解し、

頭の中で起こる反応を予測して、指導行動を吟味・選択することがポイントです。頭の中で

起きることの予測には、既習事項の把握と新規の指導事項のギャップの理解も必要です。 

「予測」は授業における児童生徒理解と言えるポイントです。 
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Q６ 過不足のない指導行動とはどのようなことですか？ 

A６ 端的に言えば、ムリ・ムダの無い指導行動ということです。指導行動に不足があれば理解は

困難（ムリ）になります、冗長であれば理解に混乱（ムダ）が生じます。過不足の無い指導

とは、明快かつ的確な表現で行われる指導です。過不足なく進行することで、指導にゆとり

が生まれ、個別の指導などに時間を振り分けることも可能になります。 

  

Q７ クラスの８割に伝わる指導とは、どのような考え方でしょうか？ 

A７ 文科省の調査では、どの学級にも約 10％の個別の支援の必要な児童・生徒が在籍している

とされています。それに加えて 10％の「やや」個別の支援の必要な児童・生徒が在籍してい

るとする研究もあります。つまり、学級にはおよそ 20％の何らかの個別の支援が必要な児童

生徒が在籍していると考えられます。教科指導に当たる教師は、この 20％の児童生徒への個

別の支援を視野に入れることが必要です。こうした児童・生徒への個別の支援をより充実す

るためにも、２割に該当しない児童・生徒、すなわち８割の児童・生徒に確実に伝えること

が重要だと考えます。この８割は固定的なものではなく、あくまで目安です。 

ともすれば児童・生徒に対して、「聞いていないから分からない」という対応がされがちで

す。「児童・生徒が聞けない」のではなく「児童・生徒に伝わっていないかもしれない」こと

を念頭に置いて指導行動を吟味していくことを目指したいのです。８割の児童・生徒に確実

に伝わる授業コミュニケーションを意識することによって、２割の児童・生徒への支援の在

り方がより明確になると考えます。結果として、どの児童・生徒にも、「伝わる」授業を目指

そうということです。 

  

Q８ 認知の枠組みに沿って教材の構造を明らかにするとはどのようなことですか？ 

A８ 「認知」の内容は様々な要素から成り立っていると説明されています。授業の中で特に重

要な要素は「思考」と「記憶」です。これを平たく言えば「知って、覚えて、思い出して、

使う」ということです。この一連の認知の働きを意識して、授業を構成するために、教材の

構造を把握しておく必要があります。教材がこの認知の働きのそれぞれの段階にどのように

対応しているのかを意識するために、教材の構造を把握しておくのです。特に知識・技能は

「知って、覚えて、思い出して、使う」という一連の流れの中で、習熟していきます。また、

既習事項と新規学習事項との構造的な組み合わせを意識することで、児童・生徒の認知の働

きを活発に行わせることができると考えます。 

 

 

Q５ 指導行動を分類することの効果は何ですか？ 

A５ 普段、授業者は自分の指導行動を十分に意識しているとは言えません。そのため、これま

で述べてきたような学習者の思考の混乱を招いたり、不十分な伝達で不安を生んだりしてし

まうことがあります。今、この瞬間自分は授業者として何をどのように学習者に伝えようと

しているのかを自覚するためには、指導行動を言葉や意味として認知しておくことが必要で

す。自らの指導行動を授業コミュニケーション分類項目で把握することで、指導行動の意味

が明確になります。 
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Q９ 「ギャップ」とは何ですか？ 

A９  授業では、未知の内容を学ばせることが求められます。未知の内容には、これまでの学習

経験で到達することが難しいことが含まれています。既習の学習経験と未知の内容である新

規の事項との間には児童・生徒にとって受け入れにくいという困難が生じる場合がありま

す。この既習と新規の間の受け入れの困難をギャップとしています。このギャップを予測し、

困難を乗り越えさせる指導行動を準備することで、児童・生徒の学習を確実なものにできる

と考えます。 

  

Q10 「授業におけるコミュニケーション力」とは何ですか？ 

A10 授業は教師と児童・生徒の間に展開されるコミュニケーションである、すなわち一方的な

伝達ではなく、教師と児童・生徒が相互にやりとりするところに授業が成立するという考え

方です。教師の指導行動に対して、児童・生徒の反応が生まれ、そこにまた指導行動が重ね

られていくという相互的なやり取りが児童・生徒の認知を発達させていくのです。この相互

的なやり取りが十分に行える力を教師の「授業におけるコミュニケーション力」としていま

す。「授業におけるコミュニケーション力」は、指導事項の的確な把握とそれに対応する指導

行動の適切な選択によって支えられると考えます。 

 



＜研究の構想図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １ 同僚性の構築         ２ 中学校における校内研究の効果的な推進 

                      【教員１人１人に対して個別に実践】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 校内研修会における進捗の報告と全教員による研究内容の共有 

  ○ 研究推進に向けた共通理解事項の確認と講演等による研究内容の理解の促進を図る。 

  ○ グループ・個人での研究成果の発表と共有を行い、新たな課題の発見・提案を行う。 

 

  

 

 

【東海グループ教育目標】 

主体性の育成：「自立した態度の習得」 

実行力の育成：「社会的な判断と責任ある行動の伸長」 

創造性の育成：「未来を切り拓く意志と知恵」の向上 

【品川教育ルネサンス】 

-For The Next Generation- 

○地域とともにある学校づくり 

○三校種体制における学校教育の推進 

○9年間の一貫したカリキュラム 

【研究の仮説】 

１ 東海グループ４校による共通した手法による授業改善により、義務教育９年間の指導における一

貫性をもたせ、子どもにとって「分かる」授業が実践される。 

２ 指導行動を吟味・選択、「授業コミュニケーション分類の実践的活用」に基づき授業改善を行う

校内研究体制を構築することで、授業力向上について自ら考え実践できる教員が育成される。 

 

東海Ｇ小学校・中学校共通【本研究の主題】 

学びのギャップを乗り越えさせる指導行動の追究 

～小中学校の発達の一貫性を見出し、 

児童・生徒の学びを支援する協働的校内研究の提案～ 

 

 

 

 

 

 

 

学年・教科とは無関係の３～４人の

研究グループを構成し、意見の交換

を意図的に実践する。 

指導行動の分類

に基づく指導案

の作成 

研究協議

授業の 

振り返り 

授業コミュニケーションに関する課題の把握・理解 

授業 

実践 

目指す東海中学校の生徒像の 

共有を目指すカンファレンス 

ＩＣＴ利活用に関する 

研究成果の共有と実践 

東海中学校における校内研究 

授業におけるコミュニケーション力を教師が身に付け、 

             子どもにとって「分かる」授業を実践する。 

【東海グループの研究推進】  

○講演等による研究内容の理解の促進を図り、共通理解事項の確認を行う。 

○全教員による研究内容の共有と校内研究会における進捗の報告を行う。 

○グループ・個人での研究成果の発表と共有を行い、新たな課題の発見・提案を行う。 
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《１》東海中学校における研究の概要 

 令和 4年度より、東海グループの 4校の小・中学校で、元聖徳大学大学院教授芳賀明子先生の研究「授

業コミュニケーション分類の実践的活用」に基づく共通した手法による授業改善を行う校内研究体制を

構築し実践する研究を行ってきた。一つの中学校区の義務教育段階の教育を担う教師が研究を通して共

通実践に取り組むことで、指導に共通性・一貫性を生み出し、この中学校区で学ぶ児童・生徒の学びの

混乱を防ぎ、児童・生徒の学校生活への安心と教師への信頼の基盤を築くことを目指し研究を推進して

きた。 

本校では、これまで校内研究に取り組むにあたりいくつかの課題や問題点があった。 

 ① 毎年、全教員が校内研修の一環として、公開授業を設定していたが、公開授業をお互いに見合う

ことが十分に行われていない。 

 ② 授業だけでなく、生徒に主体的に考えさせる状況下で、生徒の状況や情報について整理・分析す

ることや状況や情報の評価を正しく行うこと、また、それを踏まえたうえで、効果的な発問や指示

を適切に行うことができていない等の場面が散見される。 

 ③ 教職員が共通の課題で校内研究を推進する場面が少ない。 

そこでこれらの東海中学校での課題や問題点を改善し、東海グループとしての研究を推進するにあた

り、新たに以下の課題を設定し、２年間の研究に取り組むこととした。 

 １ 学校全体が一丸となって研究を推進するための研究組織の構築 

２ 授業内コミュニケーションの分類項目の理解と、それを活用した指導案の作成手法の習得 

 ３ 校内研究の効果的な推進と研究成果の共有 

中学校では小学校とは違い、授業はすべて教科担任制で行われることから、担当教科ではない教科の

授業内容に踏み込むことには躊躇を覚える部分もある。また、校内には多様な立場の指導者が存在する

ことから、校内全体で研究授業を行う場合には時間講師等の勤務状況による時間割の調整も必要となる。

部活動や進路指導など担当教科外の分掌等もあり、全教員が同じタイミングで授業内容についての研究

を進めるためには、これらの状況に対応しながら進めていく必要がある。このような中学校における校

内研究実施の際の課題を考慮し研究の課題を設定した。 

 

《２》東海中学校での取組 

１ 学校全体が一丸となって研究を推進するための研究組織の構築 

 令和 2年度より品川区では、１人１台のタブレット端末が配備されたことで、ＩＣＴの利活用に関す

る研究成果の共有が課題となっていた。この課題に対し、年齢や教科を超えたすべての教員が取り組む

必要があったことをきっかけとして、学年・教科とは無関係の３～４人の研究グループを構成した。こ

の研究グループでは、ＩＣＴだけではなく、東海中学校の生徒像の共有を目指すカンファレンス等も取

り入れ、意見の交換を意図的に実践する場を設けた。東海中学校では、全教員が年間１回以上の公開授

業を実施しているが、この研究グループ内で授業を見合うことで、授業について話合いをもつ場面の設

定を行った。授業をきっかけに、生徒について話合いをもつ場をつくり、教員同士の同僚性の構築を目

指した。 

 

２ 授業内コミュニケーションの分類項目の理解と、それを活用した指導案の作成手法の習得 

 本研究の中心となる授業内コミュニケーションの分類項目の理解を進めるため、芳賀先生のご指導を

受けた教員１名が代表で提案授業を行い、全教員でこの授業を参観したのち授業内コミュニケーション

の分類項目について研修を行った。これを元に各自でこの手法による指導案を作成し、校内での公開授
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業を行うことで各教職員の理解を深めた。 

 

３ 校内研究の効果的な推進と研究成果の共有 

 中学校における校内研究を効果的に推進するために、全員同時参加の形式から個別の研究の集積とし

ての校内研究へと手法を変更した。教員１人１人が提案授業を行う際に、個別に指導案作成から授業後

の研究協議まで行うことで、教員個々の指導技術の向上と課題の解決を目指した。個別に実践され得ら

れた知見を、全体の校内研究会でまとめて発表し合うことにより、教職員全体で理解深化と実践力の向

上を図る。また、個別の授業実践で得られた気付きを交流することで、全教職員に効果を波及させるこ

とのできる校内研修を推進した。 

 

《３》２年間の研究の経過（推進日程） 

令和４年度 

４月１３日（水）令和４年度校内研究について  

６月２９日（水）東海グループ教科部会（指導案作成方法について）  

７月１９日（火）校内研修 第一回 カンファレンス 

８月３０日（火）校内研修 第二回 カンファレンスおよびグループごとの分科会 

（授業日や指導案の検討） 

９月２８日（水）【全体】提案授業①（数学）研究協議 講師 芳賀先生  

（１月～２月 カンファレンスのグループの各教員による研究授業の実施） 

２月 １日（水）校内研修 第三回 カンファレンス 

２月１０日（金）【個別】提案授業②（英語）研究協議 講師 芳賀先生 

２月１６日（木）【個別】提案授業③（技術）研究協議 講師 芳賀先生 

３月 ８日（水）校内研修 今年度の研修の総括及び来年度へ向けての方針 

３月１４日（火）【個別】提案授業④（保健体育）研究協議 講師 芳賀先生 

 

令和５年度 

４月１２日（水）【全体】校内研修 今年度の研究の流れについて 研究主任 

４月１８日（火）【全体】教師の指導行動と指導案の書き方について 講師 芳賀先生 

５月２２日（月）【個別】提案授業⑤（社会）研究協議 講師 芳賀先生 

６月２０日（火）【個別】提案授業⑥（英語）研究協議 講師 芳賀先生 

７月１１日（火）【個別】提案授業⑦（国語）研究協議 講師 芳賀先生 

７月２８日（金）【全体】校内研究  提案授業の成果に関する共有① 講師 芳賀先生 

８月２８日（月）【全体】校内研修  アンケート結果の共有・２学期以降の研究の確認 

９月 ５日（火）【個別】提案授業⑧⑨（数学・数学） 研究協議 講師 芳賀先生 

１０月 ４日（水）【全体】提案授業⑩（市民科） 研究協議 講師 芳賀先生 

１０月２５日（水）【全体】校内研究  提案授業の成果に関する共有② 講師 芳賀先生 

 （１１月～２月 各教員による研究授業の実施） 

１月１９日（金）東海グループ研究発表（本日） 

３月 ６日（水）【全体】今年度の研究のまとめと来年度に向けて（予定） 

 

 



東海4 

 

《４》学習指導案 

第９学年 社会科（歴史的分野） 学習指導案 

                           品川区立東海中学校          

令和５年５月２２日（月） ６校時  

９年１組３３名 

指導者 社会科 尾崎 隆志  

１ 単元名  恐慌から戦争へ 

        教材 中学社会 歴史 （教育出版） 

 

２ 単元の目標 

 ○経済の世界的な混乱が発生した原因や、各国への影響、各国の対応について考える。 

○「なぜ第二次世界大戦を防げなかったのか」、昭和初期から第二次世界大戦の開戦までの日本の政

治・外交の動き、アジア諸国や欧米諸国との関係についてとらえ、軍部の台頭から戦争までの経

過を理解する。 

○現代における世界情勢の諸課題（ウクライナ情勢や東アジア情勢、核軍縮など）に視野を広げて

考え、その諸課題を解決するために必要なことを主体的に追求しようとする。 

 

＜育成を目指す資質・能力＞ 

○知識・技能 

 ・日本が戦争に突き進んでいった要因や出来事を理解する。 

 ・当時の新聞資料や写真諸資料を見て、日本の経済的混乱や歴史的な出来事を読み取る。 

○思考・判断・表現 

・戦争に至った経緯を政治的側面だけでなく、経済面や外交面など多面的・多角

的に考察し、自分なりに説明できるようになる。  

〇主体的に学習に取り組む態度 

・過去の戦争が現代の国際社会にどういう影響を及ぼしているか、追求する。  

・過去の戦争から現代の「平和」について考え、よりよい社会の実現に向けた社

会情勢を追求する。  

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

経済の世界的な混乱と社会

問題の発生、昭和初期の日

本の政治・外交の動き、中国

などアジア諸国との関係な

どを基に、諸資料から歴史

に関する様々な情報につい

て調べてまとめ、軍部の台

頭から戦争までの経過につ

いて理解している。  

経済の変化と政治への影響、戦争

に向かう時期の社会や生活の変

化、世界の動きと日本との関連な

どに着目して、事象を相互に関連

付けるなどして、二度目の世界大

戦に向かっていった理由につい

て、多面的・多角的に考察し、表

現している。 

経済の世界的な混乱と各国へ

の影響について、よりよい社

会の実現を視野にそこで見ら

れる課題を主体的に追究しよ

うとしている。 

 

file:///C:/Users/0008902577/AppData/Local/Temp/MicrosoftEdgeDownloads/AppData/Local/0008679304/デスクトップ/Microsoft%20Access%202010.lnk
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４ 題材の分析 

 本単元で「なぜ第二次世界大戦を防げなかったのか」という視点で生徒自身が考えることで、第一次

世界大戦後の国際協調のバランスがどのようにして崩れていったのかを多角的に考察する。そうする

ことで、現代においての「平和」やウクライナ情勢等の諸課題について、歴史的な見方・考え方を働

かせ深い学びの実現を目指す。 

 なぜアメリカで経済的な混乱が始まったのか、その時点で各国はどういう状況だったのか、背景を

理解すると、経済の世界的な混乱の影響とその対応が見えてくる。特に日本では、第一次世界大戦で

の大戦景気からの反動の不景気、関東大震災による不景気、そして世界恐慌、度重なる不景気が政府

への不満へとつながり、軍部の台頭と軍拡による現状打破を見出すに至る過程を生徒とともに考えて

いきたい。日本国内の課題と世界の状況など、多面的な視点で考えることで生徒の歴史的な見方・考

え方を養いたい。 

 

５ 生徒の実態分析とギャップについて 

９学年では、８学年時の品川区学力定着度調査の正答率の項目を見ると、一番多いのが正答率 50％

以上 60％未満の 22人だが、その次が正答率 80％以上 90％未満の 19人、正答率 30％以上 40％未満の

18人（いずれも 126人中）と続く。この結果から、社会科の学力の定着にバラツキがあり、同じ教室

内でも定着度の二極化が見られる状態であることが分かる。また、内向的で社会科に限らず、他者と

協力して課題を解決しようとする姿勢が見えづらい学年集団である。学習に前向きな生徒も社会科を

暗記科目として捉えている生徒も多く、現代社会と関連付け公民的資質を養う必要がある。 

そこで歴史の学習をする中で、意図的にペアワーク、小グループ活動、班活動を取り入れ、江戸時

代では生徒自身が授業をする活動や江戸時代の政治家と現代の政治家の通知表を作成する活動を行っ

た。また近代では、さまざまな風刺画をもとに資料を読み取る力をつけ、風刺画から各国の思惑を想

起することで現代のウクライナ情勢について考える機会をつくった。さらに適切なタイミングでその

都度地図を提示し、単元の事柄との関連を示すことで地政学的に学習内容を理解する学習を行ってい

る。そういう活動を通して、社会科に対する関心を引き出す取り組みをしている。しかし、話し合い

では自分の考えを表明できるが、学級全体で発言するとなると、自分から発言できる生徒はまだ少な

い。その要因のひとつに基礎的な知識が定着しておらず、課題を理解していない生徒の存在がある。 

 

６ 既習事項、新規事項とギャップに関する表 

＜既習事項＞ 

学年 題材 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

６ 

年 

生 

戦争と

人々の

暮らし 

年表や地図から、戦争がアジ

ア・太平洋地域に広がってい

ったことを読み取り、その影

響を捉えている。 

戦争の被害や戦争中の様子

から戦争が人々の暮らしに

与えた影響を考え、表現し

ている。 

日中戦争や日本に関わる第二

次世界大戦の経緯や被害、戦

争中の人々の暮らしについ

て，予想や学習計画を立てた

り、学習を振り返ったりして、

主体的に学習問題を追究し、

解決しようとしている。  

８ 

年 

生 

江戸時

代初期 

班活動を通して資料を取捨

選択し、自分たちで見やすい

資料を作成する。 

資料を提示する順番、班員

でどう授業を成立させるか

構成を考える。 

班活動を通して、クラス

メ イ ト に ど う 伝 え る か

工夫する。  
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８ 

年 

生 

江戸時

代中期 

江戸時代中期の政治家の通

知表を作成するために、政策

の内容を理解し、必要な資料

を収集する。 

より良い政治とは何か、江

戸時代中期の政策から、藩

主や百姓、町人など、その身

分の立場になってその政策

の影響を多面的に考察す

る。 

主 権 者 と し て の 意 識 の

醸成のために、より良い

政 治 と は 何 か 主 体 的 に

追求しようとしている。 

９ 

年 

生 

日清 

日露 

戦争 

風刺画を読み取り、当時の日

本や世界情勢、東アジア情勢

を理解する。 

日本が捉えている東アジア

の様子と欧米列強が見てい

る日本や東アジア情勢の違

いを風刺画から考察し、表

現する。 

欧 米 列 強 の 帝 国 主 義 を

理解することで、現代の

ウ ク ラ イ ナ 情 勢 や 「 平

和」について主体的に追

求しようとしている。  

＜ギャップの予測＞ 

 

 

 

 

 

 

＜新規事項＞ 

題材 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

恐慌から 

戦争へ 

各国の思惑や政策につい

て、各国の状況や地理的

要因を理解することで、

その違いに気付く。その

際、映像資料や新聞資料、

地図などさまざまな資料

を読み取る。  

二度目の世界大戦が起こ

った理由やその戦争の影

響を、各国の政策や日本

の状況などの世界的な視

野で、多面的・多角的に

考察し、表現する。  

「なぜ第二次世界大戦を防げ

なかったのか」という視点

で、各国の状況をさまざまな

資料から多面的にとらえ、平

和について主体的に追求す

る。 

 

７ 指導方略 

○個人や小グループ、ペアワーク、班で取り組む時間をつくり、その上で教師が整理して課題の本質

にせまらせることで生徒の気付きを促す。 

 ・世界恐慌の各国の対応についての課題に取り組ませるために、タブレットのインターネット機 

能も用いて各自で調べさせる。 

 ・各自の取組だけでなく、用語の説明ができるようにペアワークで理解を深めさせる（話し合い 

ではない）。 

 

○精査した資料を教師が適切なタイミングで提示することで、生徒が当時の人の思いを想起でき 

るように工夫する。 

 ・新聞資料から、情報が統制されることで世論が流されていることに気付かせる。 

 ・原爆投下について、諸資料や当時の日本を取り巻く外国との関係、戦後のアンケート資料か 

ら、本当に必要だったか考えさせる。 

○小学校での既習事項として戦争があった事実、敗戦の歴史は知っているが、内容までは理解

できていないこと。 

○空間的な広がりとして、知識としてもっている地名を地図上で理解できていないこと。 

○既習の第一次世界大戦～大正時代～昭和前期までの知識が定着していないこと。 
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○公民との関連や現代社会にも通ずる内容であることを教師から意識的に発信することで、生徒の公

民的資質を養えるように配慮する。 

 ・世界的不況による銀行の倒産から金融教育を、戦時下の新聞資料からメディアリテラシーを、 

戦争の惨禍から「平和」を、ナチスドイツが選挙を通して独裁体制を築いたことから主権者教育 

を、それぞれ考え今後の学習や社会生活に主体的に関わろうとする態度を養う。 

 

８ 指導計画（本時 ２／８時間） 

時 指導事項 教師の指導行動 学習活動・生徒 

１ 世界恐慌 

ソ連の五か年計画 

世界恐慌の説明、資料の提示。 

各国の対応の用語の確認。 

世界恐慌下のソ連の動向を理解

させる。 

世界恐慌の要因を理解し、コロナ

禍の現代の経済状況との類似点、

相違点を見出す。 

２ 

本

時 

ニューディール政策 

ブロック経済 

ファシズム 

世界恐慌に対するアメリカの対

応、イギリス、フランスの対応

と、日本、ドイツ、イタリアの

対応の違いに気付かせる。 

世界恐慌に対する各国の対応につ

いて調べ、班別活動で確認する。

対応の違いについて、それぞれの

国の地理的要因、その国の置かれ

ている状況から考える。 

３ 財閥の台頭 

満州事変 

国際連盟脱退 

日本の経済状況（不況）と外交

政策（満州事変）のつながりを

理解させる。 

銀行の取り付け騒ぎや国際連盟脱

退の新聞記事から、金融やメディ

アリテラシー（公民との関連）に

ついて考える。 

４ 五・一五事件 

二・二六事件 

日中戦争 

軍部の台頭から日中戦争にいた

る流れを新聞記事や映像資料か

ら理解させる。 

現在の内閣総理大臣の決め方（公

民との関連）との違いに気付

き、軍部の発言力が大きくなった

背景を理解し、どうしたらそれを

抑止できたか考える。 

５ 国家総動員法 

大政翼賛会 

学徒出陣 

民主主義が否定され、戦時体制

になる日本について理解させ、

当時の人々の気持ちを想像する

ことから、情報の重要性を理解

させる。 

国家総動員法の制定下における

人々の戦時体制について調べ、戦

争に組み込まれる人々の気持ちを

想像する。 

６ 第二次世界大戦 

日独伊三国同盟 

太平洋戦争 

第二次世界大戦開戦から太平洋

戦争開戦までの流れを、日本だ

けでなく、各国の状況から読み

取らせる。 

日本が満蒙への北進政策から仏印

への南進政策に転じた背景など

を、ヨーロッパの戦争から考え

る。 

７ 伊・独の降伏 

沖縄戦 

ソ連参戦 

原爆投下 

終戦に向けて、連合国の動きと

日本国内の状況を理解させ、な

ぜ原爆が投下されたのか、その

背景について考えさせる。 

原爆投下の是非について、さまざ

まな資料から考え、原爆の恐ろし

さについて考え、表現する。 
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８ ポツダム宣言 

玉音放送 

 

まとめ 

ポツダム宣言の内容や玉音放送

を聞かせ、「なぜ第二次世界大

戦を防げなかったのか」、多面

的に考えさせる。 

「なぜ第二次世界大戦を防げなか

ったのか」、ヴェルサイユ体制の

不備、国際連盟の不安定さ、世界

恐慌の各国の対応、日本での軍部

の台頭、報道の自由の制限等、さ

まざまな視点から考え、表現する

ことで「平和」について考える。 

 

９ 本時の展開（２／８時）                                                   

○指導事項 世界恐慌の各国の対応（米、英仏、日独伊） 

  ・ニューディール政策、ブロック経済、ファシズム、植民地政策 

   地理的な違い、その国の状況の違いに気づかせる。 

・世界恐慌の対応に違いが生じることを理解する。 

教師 生徒 教師 

学習行動の指針 学習活動 既習事項の想起 

説明・提示・指示・質問・確認 
予測 

説明・提示・指示・質

問・確認 

①挨拶 

 

 それでは前回までの復

習から始めます。どんど

ん答えていきましょう。 

  

 

日本、アメリカ 

（イギリス、フランス） 

 

②閉じられた質問 

第一次世界大戦で勝っ

た国はどこですか？ 

 

そうだね 

  

 

 

良くなった 

大戦景気 

③閉じられた質問 

日本は第一次世界大戦

で、景気は良くなった？

悪くなった？ 

それを何景気と言った

っけ？ 

 

いいですね 

  ④説明 

日本は第一次世界大戦

で景気が良くなった。ほ

かにも得たものがあり

ました。 

それを確認する前に、戦

争と条約はセットだっ

たよね。 
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下関条約 

ポーツマス条約 

ベルサイユ条約 

 

⑤閉じられた質問 

（板書しながら） 

日清戦争… 

日露戦争は… 

第一次世界大戦は… 

 

答えてない人、ついて来

れていますか。 

  

 

中国（アジア）にあるドイツ

権益 

 

ヨーロッパが復興したから 

 

 

多額の賠償金 

お金が大変なことになった。 

⑥閉じられた質問 

では、ベルサイユ条約で

日本が得たものは？ 

その後、日本の景気は悪

くなった。それはなぜ？ 

ドイツはベルサイユ条

約でどうなった？ 

いろんな国に何かを… 

そのせいで… 

 

アメリカも日本同様、景

気が悪くなった。 

  

多くの国がアメリカに借金

をしていたから 

アメリカからモノが入って

こなくなったから 

アメリカがモノを買ってく

れなくなったから 

⑦閉じられた質問 

アメリカで始まった恐

慌が他の国にも影響を

及ぼした理由はなんで

すか？ 

 

 

いいですね。○○さん大

丈夫？ 

 

さらにいきます。 

  ⑧確認 

前回ソ連について取り

上げたね。 

 

  ⑨説明 

ソ連は世界恐慌の影響

を受けなかった。 
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⑪説明 

そうです。ソ連は社会主義だし５か年

計画をやっていた。政府が主導して工

業生産を高めようとしていたんだ。で

も、５か年計画をしていたからといっ

て世界恐慌の影響を受けないわけで

はない。 

 

社会主義で 

５か年計画を行っていた 

⑩閉じられた質問 

ソ連はこの時代、何主義

の国で、どんな政策を行

っていたかな？ 

 

 

⑫閉じられた質問 

ソ連とそのほかの国との違いは…社

会主義と資本主義もそうだけど…な

んでしょうか。 

 

 

 

他国と貿易をあまりしてい

ない 

 

⑬確認 

そうです。そこです。ここで着目すべ

きは「貿易」です。 

 

 

 

 

⑭説明 

今日のポイントは「貿易」です。貿易

をする、しない、するのであればどこ

とするのかも着目してください。 

 

 

 

 

 

⑮指示 

では、今日の内容に入ります。ノート

を開けてください。前回やったプリン

ト、ノートを開けてください。 

 

 

・↑ここまでの復習の段階で

ノートを開けている生徒 

 

⑯説明 

前回は世界恐慌の要因について、それ

から各国の対応を見ていく中で、ソ連

の対応について学習しました。 

・⑮の指示で開ける生徒 

・指示があってもすぐには開

かない生徒（⑱で再度確認） 

・ノートを探し出す生徒（⑱

で再度確認） 

 

⑰提示 

今日はその他の国々の対応を見てい

きます。 

  

⑱確認 

前回のノートとプリントの準備はで

きたでしょうか。 

プリントの①、ソ連については前回や

りました。 
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⑲指示① 

プリントの②～④をやっていきます。

教科書の 228・229 を開いて、教科書

を見ながら（ ）の中に当てはまる語

句や国名を埋めましょう。（教 228、

229板書しながら） 

 

・⑲の指示がなくても教科書

を開いている生徒 

・⑲の指示で教科書を開く生

徒 

・⑲の指示でも教科書を開か

ない・教科書を探し出す生徒

（机間巡視で確認） 

 

⑳指示② 

さらに、（ ）を埋めたら、（ ）の政

策がどういう政策なのか、説明できる

ようにしましょう。 

 

・早い生徒は 1～2分で（ ）

内は埋められると考えられ

る。 

 

㉑提示 

タブレットで調べても構いません。あ

とで、友達同士で確認する時間も取り

ますので個人で取り組んでください。

それでは始めてください。 

 

（机間指導：5分程度） 

 

 

 

 

 

・個別に声かけが必要な生徒

に声かけ（教科書の太字にな

っている部分が（ ）に入る 

など） 

 

㉒指示 

一度こちらに注目してください。 

  

㉓提示 

教科書の 229 ページの上にある地図

です。何を表した地図でしょうか。 

  

㉔指示 

この地図に関連することをノートに

も書きますので、前回分の続きに付け

足してください。 

 

（板書しながら）ここの下にあとで書

き入れます。1行開けておいてくださ

い。 

板書内容 

・領土が広い国 

→（１行開ける）              

・領土は小さいけど、植民地が多い国 

→ 

・領土も小さいし、植民地も少ない国 

→ 
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㉕指示 

教科書 229の地図とノート、意識して

さらに深めます。 

㉖閉じられた質問 

地図の国とノートの国を結び付けて

考えて、どの国か分かりますか。 

  

㉗指示 

周囲で確認しましょう。さらに、国の

結びつきが考えられたら、各国の対応

についても確認してください。話して

構いません。それでは始めてくださ

い。 

  

㉘指示 

プリント全然書けていない人は、この

タイミングで周囲に聞いてね。 

 

（机間指導 5分程度） 

 

  

㉙指示 

はーい、それでは、終わりです。 

  

㉚確認 

プリントの（ ）など、プリントに書

いたことを確認していこうと思いま

す。 

いいですか。大丈夫でしょうか。 

 

まずは、プリントの②アメリカです。

（  ）の中を確認していきましょ

う。 

 

  

㉛閉じられた質問 

○○さん、いける？いくよ。政策は？ 

いいじゃん。 

大統領は？ 

ＯＫです。 

 

 

 

 

 

 

ニューディール政策 

 

ローズベルト大統領 
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㉜閉じられた質問 

全体に聞きます。ニューディール政策

って具体的に何をすることですか。 

 

ダムをつくる 

公共事業 

 

  ㉝確認 

公共事業って、政府が主

導して産業に取り組む

ことです。 

 

  

ソ連 

㉞確認 

政府が主導して産業に

取り組む国ってなかっ

たっけ？ 

 

そうだね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一番上 

㉟確認 

つまり、ソ連と世界恐慌

後のアメリカは似たよ

うな政策をしていたこ

とが分かります。 

 

 

 

では、ソ連と世界恐慌後

のアメリカは３つのう

ちどれに当てはまりま

すか（板書を指しなが

ら）？ 
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㊱説明 

（電子黒板上にうつしながら） 

つまり、アメリカとソ連は広大な土地

があって、まだ手つかずの土地もたく

さん。国内に資源も豊富にある。それ

を政府が主導して雇用を生む。アメリ

カは世界恐慌に対して、一時的に社会

主義的な政策をとったとも言えるね。 

（板書：自国で公共事業） 

公共事業とは、言い方をかえれば資本

を政府がもっているってこと、つまり

社会主義ということです。 

 

いいかな？ 

  

㊲指示 

次にプリント③を見ていきましょう。 

 

  

㊳閉じられた質問 

（板書を指しながら） 

△△さん、プリントの③だよ。いけ

る？プリントと板書見て。どちらでし

ょうか。2択です。 

ＯＫ。 

 

 

 

上 

 

㊴閉じられた質問 

～～さん、プリント③の（  ）の中

を確認しますよ。フランスと？ 

何経済？ 

いいね。いけたね。 

 

次は全体に聞きます。 

 

 

イギリス 

ブロック経済 

 

㊵閉じられた質問 

ブロック経済とはどういう経済です

か。 

植民地と貿易をする 

他国と貿易をしない 

 

㊶開かれた質問 

植民地と貿易をしたり、他国と貿易し

なかったりすると、恐慌を乗り切れる

理由はなんですか？誰か説明できる

人いますか。 

 

 

 

 

・少数の分かっている生徒は

いるが、説明できるほど自信

をもっている生徒はいない 
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㊷説明 

具体的には、それ以外の他国から入っ

てくる商品に対しての関税を高くし

ます 

つまり他国の商品をブロックです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認 

理解できましたか。 

 

 

 

 

自国の産業を守るため 

ちょっと復習ね。 

㊸閉じられた質問 

関税ってなんだっけ？

関税の目的はなんです

か？不平等条約のとこ

ろでやったかな。 

㊹説明 

自国の産業を守るために、イギリスや

フランスは他国をブロックしたんだ。 

でも、他国の商品をブロックするだけ

でなく、自国の商品を売らないと利益

が出ない。さらに資源がないとそもそ

も商品ができない。 

  

㊺閉じられた質問 

ブロック経済が成立するためには何

が必要か分かりますか？ 

 

 

植民地 

 

㊻説明 

（電子黒板上に写しながら） 

つまり、資源や食料と買う、作った商

品を売る、それを自分たちの思い通り

になる植民地とだけに限定する。植民

地以外の国はブロックする。こうする

ことでイギリス、フランスは世界恐慌

に対応したんだ。 

（板書：植民地と自国との貿易で乗り

切る） 

  

㊼指示 

最後です。プリント④を見ましょう。 

（ ）の中に入る国や語句を確認しま

しょう。 

  

㊽閉じられた質問 

××さん、日本と… 

      …と…□□さん 

□□さん、この独裁的な政治を？ 

いいですね。ほかの人も OKですか。 

 

ドイツ 

イタリア 

ファシズム 

 

 

 

ドイツは第一次世界大

戦で負けてしまった。 
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植民地を失った 

お金の価値がなくなった 

賠償金を支払うために、お金

をたくさんつくったから 

㊾閉じられた質問 

負けた結果、どうなっ

た？ 

なんでお金の価値がな

くなった？ 

 

そうだよね。 

  ㊿説明 

ドイツはお金がないん

だ 

経済不況をどうにかし

たいと思っているんだ 

 

  

貿易 

 

買ってくれない 

ブロック経済だから 

不景気だから 

○51閉じられた質問 

どうやったらお金を稼

げるの？ 

今、他国は買ってくれる

の？ 

なんで買ってくれな

い？ 

 

○52提示 

教 229の地図を見ましょう。 

（電子黒板にも投影） 

  

 

 

○53確認 

各国の違いが分かりますか。イタリア

は書いてもいないですね。ソ連はここ

です。とても大きいですね。 

  

 

○54説明 

（電子黒板上に写しながら） 

日本、ドイツ、イタリアもイギリス、

フランス同様、貿易をしたい。でも貿

易相手がいない。そこで、軍事産業で

国内の雇用を生み出し、植民地を増や

して貿易の活路を見出す。そんなこと

ができるのは強い指導者だ。強い指導

者のもとに強い国をつくっていこう、

これがファシズムです。 

 

（板書：軍拡による領土・植民地の拡

大をするしかない） 
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○55確認 

まとめていきましょう。前回と今回で

世界恐慌とその各国の対応について

やりました。 

今回の重要な語句は「ニューディール

政策」と「ブロック経済」と「ファシ

ズム」です。 

  

○56開かれた質問 

世界恐慌のあと、対応が分かれた要因

はなんですか。世界恐慌時の国の置か

れた状況と関連付けて説明しましょ

う。 

  

○57開かれた質問 

また、世界恐慌への対応の違いが第二

次世界大戦につながっていった理由

はなんでしょうか。 

  

○58指示 

周囲の生徒と確認し合ってください。

それでは始めてください。 

  

○59指示 

はーい、終わりです。話し合いを終わ

って自席に戻りましょう。 

  

○60開かれた質問の確認 

確認します。世界恐慌のあと、各国の

対応が分かれた要因はなんですか。誰

か説明してください。○○さん。 

 

○○さんありがとう。 

 

 

 

 

植民地の量と、領土の広さ 

 

○61確認 

○○さんの説明で分かりましたか。 

 

  

○62説明 

今回は、世界恐慌に対する各国の対応

の違いについて学習しました。自国の

領土や植民地の多さで対応が分かれ

ました。 

 

  

それでは終わります。号令お願いしま

す。 
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《５》本研究における成果と課題 

１ 本研究の意義 

 指導行動の分類に基づく指導案を作成し教師の指導行動一つ一つに番号を振ることで、「何番のどの

指導行動が良い（悪い）」が一目瞭然となる。それにより、授業者の気付きや観察者の振り返りをする際

にピンポイントで着目しやすく、教師の指導行動と授業内コミュニケーションの課題が明らかになりや

すい。明らかになった課題をもとにして、教師の指導の改善、授業力の向上を目指していくことができ

る。この手法を教職員が共有し、自教科だけでなくどの教科においても生徒の理解を中心として授業の

研究を行うことができるようになる。特定の教科にとらわれず、校内研究を学校全体で進めることがで

きることができるようになる。 

 

２ 教師の気付きと変化 

 提案授業を各教員が実施するにあたり、指導案作成時から研究協議が終了した後までのそれぞれの段

階で、授業を行った教員が振り返りシートを記入した。その振り返りシートをもとに本研究を通して教

師が何を意識し、指導行動にどんな変化があったかをまとめることとした。その際、①提案授業の作成

を通して②講師の指導を通して③提案授業を通して、の 3点に分けてまとめることとする。 

 

①提案授業案作成時に意識したこと、気付いたこと 

授業展開の吟味だけでなく教師の発問を精査することで生徒の理解が促されることを目指した。  

〈各教科の教員による振り返りの抜粋〉 

・ 生徒の答えや反応を予想するにあたり、教師の発言や板書を精査する機会となった。（国） 

・ 発言を精査する上で、言い換えが起こることが多いことに気付いた。（社） 

・ 作業の進展や英語の発問の理解など、生徒の理解度や作業スピードに差がある中で、どのタイミン

グで次の説明を入れていくか、机間指導による個別指導と全体指導のメリハリに難しさを感じた。

（美、技、英） 

・ 教師の説明が多く、生徒の発話を促す活動が思った以上に少ない。（英） 

・ 目的の設定と提示が曖昧かつ不十分だと、狙い通りに生徒が取り組むことができない。（体） 

・ 問題文にある表現と教師が説明で使う表現（例：「通路」と「道」）が統一されていることが望まし

い。日常的に使っている表現の方が、生徒は理解しやすいが、総じてその表現でいいかは判断が難

しい。（数） 

〈まとめ（教師に変容が見られた部分）〉 

  授業の構成を吟味するだけでなく、教師の発話すべてを提案授業案に記入するため、教師の発話の

精査が促された。それにより教師自身が、授業の目的を再確認したり、言い換えの起こらない端的な

表現を探したりすることで、指導行動の改善が必要であることを自覚することができた。 

 

②講師の指導により感じた課題、提案授業案の修正 

指導行動が明確になり発話を精査したので、次の段階として、視覚教材の効果的な使用による生徒の

理解の促進を目指し、協議、修正を行った。 

〈各教科の教員による振り返りの抜粋〉 

・ 教師自身が、教師の発言が指示・説明・質問の分類ができておらず、一つの指導行動にさまざまな

指導行動が混在していることが分かった。（どの教科も） 

・ 教師の思い込み（理解できているだろう）で授業が展開されていることに気付いた。（英） 
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・ 教師の口頭による説明だけでなく、パワーポイントによる視覚的な説明を加えた。（英） 

・ 教師の質問が抽象的で生徒の学習活動が予想できない。（体） 

・ 教師の説明や指示が曖昧で、こそあど言葉が多く、生徒の混乱の原因となっていることが分かった。

（社） 

・ 閉じられた質問が多かったため、本時の最後に生徒の理解を整理する開かれた質問を入れる。（社） 

・ 文章と式と視覚を統一して、イメージをもたせることが大切である。ただ、イメージするための説

明や資料を吟味する必要がある。（数） 

〈まとめ（教師に変容が見られた部分）〉 

  本研究をするにあたり、教師の意識は「教師の発言の吟味」に焦点が置かれていた。その点につい

て講師の指導により、より指導行動の分類（「指示」「説明」「確認」「質問」など）が明確化された。

さらに「教師の発言の吟味」だけでなく、資料の精査と提示のタイミングについても指導があり、視

覚教材の大切さを改めて感じることができた。 

 

※提案授業での教師の指導行動と生徒の反応、様子について、良かったところ、悪かったところ 

〈各教科の教員による振り返りの抜粋〉 

良かったところ 悪かったところ 

・自分で作文を推敲する場面で、生徒がもってい

る知識を活用して取り組んでいた（国） 

・前時までの復習として「閉じられた質問」をし

た場面で前時と本時のつながりや既習事項の定

着を生徒に確認することができた。（社） 

・ICT を用いた提示で、視覚的に理解を深める様

子が見られた。（英） 

・パターン練習で手拍子に合わせてリズムよく英

語を発することができた。（英） 

・説明を分けることで、スモールステップで作業

に集中する様子が見られた。（技、美） 

・資料の提示を工夫したことでイメージが膨らみ

やすく、自力で問題を解決する生徒が見られた。

（数） 

・問題を解くスピードの違いから、問題が終わっ

て飽きてしまう生徒が見られた。（国） 

・話し合い活動の指示が抽象的で、何について話

し合うか分からない生徒の様子があった。（社） 

・簡潔な説明を試みたが、説明が不十分だったた

め、具体的な表現を用いて説明した方が良かっ

た。（英） 

・問いの幅が広く、生徒なりに理解して取り組ん

でいたが、何を答えればいいか分かっていないよ

うだった。（数） 

・教師の発問と提示資料の結びつきが弱く、また

その発問が口頭で長いものとなってしまったた

め、何を答えればよいか分かっていなかった。

（数） 

   

③提案授業を通して感じた課題、提案授業後の普段の授業の指導行動の変容 

指導行動を意識した授業構成を考えて授業を行うことで、生徒の理解が促されている。 

〈各教科の教員による振り返りの抜粋〉 

・ 同教室内での学力差がある中、「たくさん英語を聞かせて考えさせる」ことと「聞いて分かる英語の

指示」のバランスが難しい。（英） 

・ 指導案作成時では、「言葉」の吟味が主だったが、実際の授業では黒板の式や図を指しながら「これ」

「あれ」「ここ」などの指示語を使う方が端的で分かりやすかった。言葉だけでなく、資料の提示な

どのイメージをして指導行動を考える必要があることが分かった。また、説明が長くなる場合には

ＩＣＴ機器の活用が効果的であると感じた。（数） 

・ 発問の精査、言い換えが起こらないように一言一言を精査することによって、指示のあとの生徒か
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らの質問が減った。これは、教師の指導行動によって生徒の混乱が減って、理解が促進されたから

だと考えられる。さらに、指示の明確化により、話し合い活動が活発になり思考を働かせる場面を

つくることができた。（社） 

〈総評〉 

  教師の発話の長さや教師の使う表現など、教科特性や学力差、単元に合わせた教師側の対応力が求

められると感じた。ただ、教科、学年関係なく、教師の指導行動が明確かつ適切であれば、生徒の理

解を促進し、確かな学力の定着が図れる。また、教師の指導行動が明確で 8割の生徒に伝わるのであ

るならば、一般生徒の中に混在する配慮の必要な生徒への個別指導に時間を使うことができる。 

 

３ 従来の校内研究と本研究の違い 

 

従来の校内研究  本研究 

教科に関すること 

教材に関すること（例：ICT の活用な

ど） 

生徒の取り組みに関すること（例：話

し合い活動など） 

対象 

教師の指導行動に関すること 

＝授業内コミュニケーションの改善 

生徒理解について 

例 講師を招いて講演を聞く 

  一人の教員の授業を全教員で見る 

研究の 

進め方 

指導行動の分類に基づく指導案を作成 

→提案授業の実施 

・時間的制約の割に成果が分かりにく

い 

・授業者の負担が大きい 

・教科や学年を超えた成果が見えにく

い 

成果 

・個別実践になるため、負担感が公平 

・教師の指導行動に焦点が当たるため、教科

や学年に関係なく還元がある 

・教師の指導行動をすべて指導案に記載する

ため、授業を見学しなくても還元がある 

従来の校内研究の多くは教科や生徒の授業の取り組みに焦点を当てたものであり、対象教科や対象学

年を超えた共有や新たな課題の発見や分析が難しかった。本研究では教師の指導行動に焦点を当てるこ

とで、教科や学年にかかわらず教師としての適切に生徒を理解することや、授業内コミュニケーション

の構築を図ることで教師の授業力向上を学校全体で取り組むことができた。授業に取り組んだ教員にと

っては、教科の担当者としての授業実践を充実させることができ、個々の教員の課題にも深く対応がで

きることも大きな成果と言える。提案授業実施に関わる教職員の人数が限られていることから、時間の

設定が学校全体で実施する場合と比べ、比較的容易となり、多数の提案授業の設定が可能となる。また、

指導行動の分類に基づく指導案を作成することで、実際に授業を見学できなくてもその授業の展開や教

師の発問が明らかとなっており、担当教科にかかわらず研究の成果を共有することができる。教師の仕

事が多忙の中、教師全員が集い研究対象学級の授業を見学する、という時間を設定しなくても校内全体

で研究に取り組めたことは大きな成果であるといえる。 

 

４ 生徒アンケートから見える本研究の課題 

本研究では「８割の生徒に伝わる授業」を目指し、教員の指導行動に着目して研究を推進している。

その成果が生徒にどのように浸透しているかを確認することを目的に、令和５年度の７月と１１月に生

徒向けの授業に関するアンケートを実施した。このアンケートで質問した内容とその結果については以

下の通りとなった。 
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どちらの月も、授業に対して肯定的にとらえている生徒が目標である８割を超えている。７，８年生に

関しては研究が進んだ１１月のアンケートでは、その割合が向上していることが確認された。また、生

徒の自由記述から以下の感想も見られている。 

 

～生徒の授業に関する授業記述より～ 

 ・説明がわかりやすい ・プリントがわかりやすい  

 ・授業内で前にやった所の内容との共通点を繋げて説明したり、英語の文法など似ているものにはど

のような違いがあるのかの解説が例文などを挙げて説明しているため理解しやすい。 

 ・今までの復習も兼ねてこれはこれと似ているよね、などというものがわかりやすい。 

 ・基礎的なことを学んだ後、ほとんどの授業で問題演習や実際にやってみる時間が取られているため

わかりやすい。 

 ・納得のいくように作られているものが多い。手順、順序がわかりやすい。 

 ・ただ板書を丸写しのような授業ではないこと。班内での意見交換や動画を使うなどして、わかりや

すい授業を作れていると感じる。 

 ・他の人が述べた良い意見は先生が大きな声で繰り返してくれるので、他人の意見が聞きやすく、自

分の学習に活かしやすい 

 ・タブレットなどを効果的に使用して覚えやすくなった 

 

９年生においてはグラフから授業に対してわかりやすいととらえている生徒の数が明らかな上昇を

示してはいなかったが、これらの記述から、教師の指導行動の変容が生徒の理解に少なからず貢献して

いることをうかがい知ることができた。授業のわかりやすさについては様々な要因があるため、より詳

しく生徒の理解の様子を測定する方法について検討していくことも今後の課題といえる。本研究の目標

である「８割の生徒に伝わる授業」を展開するために今後も教師の指導行動の改善を目指していくこと

が我々教職員の使命であるといえる。 
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＜研究の構想図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語科における取り組み 

説明的文章における授業づくり 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【東海グループ教育目標】 

主体性の育成：「自立した態度の習得」 

実行力の育成：「社会的な判断と責任ある行動の伸長」 

創造性の育成：「未来を切り拓く意志と知恵」の向上 

【品川教育ルネサンス】 

-For The Next Generation- 

○地域とともにある学校づくり 

○三校種体制における学校教育の推進 

○9 年間の一貫したカリキュラム 

【研究の仮説】 

１ 東海グループ４校による共通した手法による授業改善により、義務教育９年間の指導における

一貫性をもたせ、子どもにとって「分かる」授業が実践される。 

２ 指導行動を吟味し、「授業コミュニケーション分類の実践的活用」に基づき授業改善を行う校内

研究体制を構築することで、授業力向上について自ら考え実践できる教員が育成される。 

 

 

【研究主題】東海グループ小学校・中学校共通 

学びのギャップを乗り越えさせる指導行動の追究 

～小・中学校の指導の一貫性を見出し、 

児童・生徒の学びを支援する協働的校内研究の提案～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

城南小学校における校内研究 

【東海グループの研究推進】  

○講演等による研究内容の理解の促進を図り、共通理解事項の確認を行う。 

○全教員による研究内容の共有と校内研究会における進捗の報告を行う。 

○グループ・個人での研究成果の発表と共有を行い、新たな課題の発見・提案を行う。 

 

授業におけるコミュニケーション力を教師が身に付け、 

子どもにとって「分かる」授業を実践する。 

研究実践の課題 

・一問一答式の授業 

・限られた児童の発言に

より授業が進むこと 

・校内で統一した授業改

善の視点をもつこと 

指導方略の検討 

 

指導行動の吟味 

・児童に伝わる指導行動になっているか 

・教師の全ての発問が一問一答になっていないか 

・児童の思考を促す発問や指示になっているか 

 

②既習事項を整理・分類 

 新規事項との間に生じる

ギャップから、どんな手

立てが必要か考える。 

 

  

 

①構造的に教材分析し、解釈

する。過不足なく、指導案

を組み立て、深い学びにつ

ながる道筋を予測する。 
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第４学年 国語科 学習指導案 

令和５年６月 21 日（水） 

品 川 区 立 城 南 小 学 校 

４ 年 ２ 組   ２ ７ 名 

指 導 者   埴 田  聡 

城南 

１ 単元名 筆者の考えをとらえて、自分の考えを発表しよう 

       教材名 「思いやりのデザイン」「アップとルーズで伝える」 

「じょうほう 考え方と例」（光村図書４年） 

 

２ 単元の目標 

◎考えとそれを支える理由や事例との関係について理解することができる。 

  ◎段落相互の関係に着目しながら、考えとそれを支える理由や事例との関係などについて、叙述を

基に捉えることができる。 

  〇段落の役割について理解することができる。 

  〇文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えをもつことができる。 

 

 ＜育成を目指す資質・能力＞ 

  ○知識及び技能 

    ・主語と述語の関係、修飾と被修飾語との関係、指示する語句と接続する語句の役割、段落の

役割について理解する。 

・考えとそれを支える理由や事例、全体と中心になど情報と情報との関係について理解する。 

  ○思考力、判断力、表現力等 

    ・「読むこと」において、段落相互の関係に着目しながら、考えとそれを支える理由や事例との

関係などについて叙述をもとに捉える。 

    ・「読むこと」において、文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えをもつ。 

  ○学びに向かう力、人間性等の涵養 

    ・考えとそれを支える理由や事例との関係などを捉えることに積極的に取り組む。 

    ・学習課題に沿って自分の考えを発表する。 

 

３ 評価規準 

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力 

・段落の役割について理解し

ている。 

・考えとそれを支える理由や

事例との関係について理解

している。 

・「読むこと」において、段

落相互の関係に注目しな

がら、考えとそれを支える

理由や事例との関係など

について、叙述を基に捉え

ている。 

・「読むこと」において、文

章を読んで理解したこと

に基づいて、感想や考えを

もっている。 

・考えとそれを支える理由や事

例との関係などを捉えること

に積極的に取り組み、学習課

題に沿って自分の考えを発表

しようとしている。 
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４ 「アップとルーズで伝える」文章（段落）構成図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 単元及び教材文の分析 

本単元は、「思いやりのデザイン」と「アップとルーズで伝える」の二つの教材で構成されている。

練習教材で学んだことをいかして本教材の学習に取り組み、本単元で身に付けたい力の定着をねらう。

そして、その後に設けている「考えと例」によって、説明文で学んだことを情報と情報の関係から捉

え直し、他領域でも活用できる力とすることを目指す。 

練習教材「思いやりのデザイン」と本教材「アップとルーズで伝える」の二つの教材文は、具体的

な事例を挙げながら筆者が考えを述べている。また、その事例を対比的に説明することで筆者の考え

がより伝わりやすくしている。さらに、どちらも筆者の考えは「初め」と「終わり」の部分に示され

る双括型の文章である。「思いやりのデザイン」では、二つの案内図の、「アップとルーズで伝える」

では、「アップ」と「ルーズ」のそれぞれ良さや課題が対比して書かれており、児童にとって共通点

や相違点の整理がしやすい段落構成になっている。 

「アップとルーズで伝える」では、第一段落から第三段落では、テレビ画面での「アップ」と「ル

ーズ」の場面と特徴を提示し、その違いは何か問いかけている。第四段落、第五段落では、問いの答

えとして「アップ」と「ルーズ」で「分かること」・「分からないこと」を対比して説明している。第

六段落では、「このように」という接続詞からまとめの段落ということが分かる。第五段落まで述べ

 ①ルーズの画面の説明 

 コート全体に広がり体を動かす選手とチー

ムカラーの洋服を着て開始を待ち受ける観客。 

②アップの画面の説明 

 コート中央に立ち、ホイッスルと同時にボ

ールをける選手。 

 

④アップで伝えられること、伝えられないこと 

 細かい部分の様子がよく分かるが、映されて

いない多くの部分のことは分からない。 

⑤ルーズで伝えられること、伝えられないこと

広い範囲の様子がよく分かるが、各選手の顔つ

きや視線、気持ちまでは分からない。 

⑥使われ方のまとめ（テレビ） 

 テレビでは目的に応じてアップとルーズを

切りかえながら放送をしている。 

⑧まとめ 

 送り手は伝えたいことに合わせて、アップとルーズを選んだり、組み合わせたりする必要がある。 

は
じ
め 

中 

終
わ
り 

 
 

 
 

⑦付け足し（新聞） 

 新聞でも、目的に一番合う写真を選ん

で使っている。 

③アップとルーズの定義付けと筆者の考え、特徴についての問い 

何かを伝えるときには、アップとルーズを選んだり、組み合わせたりすることが大切。 
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た「アップ」と「ルーズ」が目的に応じて使い分けられていることをまとめている。第七段落では、

新聞の場合についても付け足して書くことで第三段落、第八段落で書かれた筆者の考えをより明確に

している。 

 

６ 児童の実態分析とギャップについて 

＜既習事項＞ 

単元 知識・技能 思考 

どうぶつの赤ちゃん（１年） ・それぞれの赤ちゃんの相違点、時

間的な順序、事柄の順序など情報

と情報の関係について理解する。 

・それぞれの赤ちゃんの特徴について

比較して読む。 

こまを楽しむ 

（３年） 

・段落の役割について理解する。 ・「読むこと」において、段落相互の関

係に着目しながら、考えとそれを支

える理由や事例との関係などにつ

いて、叙述を基に捉えている。 

全体と中心 

（３年） 

・全体と中心など情報と情報との

関係について理解する。 

 

すがたをかえる大豆 

（３年） 

・比較や分類のしかた、辞書の使い

方を理解し使っている。 

・「書くこと」において、自分の考えと

それを支える理由や事例との関係

を明確にして、書き表し方を工夫し

ている。 

・「読むこと」において、段落相互の関

係に着目しながら、考えとそれを支

える理由や事例との関係などにつ

いて、叙述を基に捉えている。 

＜ギャップの予測＞ 

 

 

 

 

＜新規事項＞ 

 

 

 

 

 

単元 知識・技能 思考 

思いやりのデザイン 

アップとルーズで伝える 

考えと例 

対比された段落関係を知る。 

対比することの意味を知る。 

双括型の文章から筆者の考えを読

み取る。 

対比した段落を読み比べる。 

対比して説明する良さを考える。 

考えを支えるための理由や事例を

考える。 

○双括型の文章構成を捉えること。 

○筆者が事例を対比的に説明していること。 

○１つの段落を使って筆者の主張の補足（付け足し）をしていること。 
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３年生の説明的な文章「こまを楽しむ」で、基本的な三段構成「はじめ」「中」「終わり」を学び、

問いに対する答えを見つけるという視点で読み進める学習をしてきた。また、「すがたをかえる大豆」

では、適切な事例を挙げ文章の構成や順序、絵や写真の示し方を工夫することを学んでいる。 

本単元の二つの説明的文章「思いやりのデザイン」「アップとルーズで伝える」は、具体的な事例

を挙げながら筆者が考えを述べているという点と、その事例を対比的に説明することで筆者の考えを

よりよく伝えたり印象付けたりしようとしている点において共通している。また、今までは「終わり」

に筆者の考えが示されている文章について学習してきたが、本単元は「はじめ」で示された筆者の考

えが「終わり」でも再度示されている。４年生になり、双括型の文章を初めて扱う。 

文章構成と筆者の考えの述べ方を理解させ、筆者の考えに対する自分の考えをもつ学習を通して、

筆者の考えの理解を深めるとともに、第三次では筆者の考えを生かして、自分の考えを伝えるときに

使える力に転用できるようにしていきたい。 

 

 

 

７ 指導方略 

 

〇言葉の意味を押さえ、文章理解を深める。 

  理解が難しいと考えられる語句は、挿絵を使って説明したり、言葉を言い換えたりして内容理解を

深める。 

 

〇練習教材で総括型の文章構成を押さえる。 

双括型や対比して書かれた文章の捉え方を知るために、「アップとルーズで伝える」の学習の前に、

練習教材「思いやりのデザイン」を読み、「初め」と「終わり」に筆者の考えが示された双括型の文章

に触れ、その良さを感じ取らせる。「思いやりのデザイン」の第三・四段落を読み取る際に、二つの例

を対比して示していることとその効果について理解を深めることで「アップとルーズで伝える」の読

み取りにつなげていく。 

 

〇接続詞や文末の表現に着目させる。 

  正しく文章を読み取らせるために、接続詞や文末の表現に着目させる。例えば「～といいます。」と

いう書き方から「アップ」と「ルーズ」とは何か定義付けていること、「分かります。」「分かりません。」

といった表現から分かることと分からないことを区別させること、「しかし」「でも」といった逆接の

接続詞から、前の文章と反対の意味になっていることを正確に読み取らせる。 

 

〇対比させたワークシート・板書を使用する。 

対比された文章の構成を理解したり、「アップ」と「ルーズ」を比べて違いを捉えやすくしたりする

ために「アップ」「ルーズ」、「分かること」「分からないこと」を比較しやすく板書したり、ワークシ

ートを用意したりする。 

 

〇文章構成図を作る活動を通し、文章の構成を理解する。 

  考えとそれを支える理由や事例との関係について理解させるために、これまで読み取ったことを基

づいて６時間目に文章構成図を捉える活動を行う。構成図の枠を用意し、段落相互の関係について理

解が深まるようにする。 
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８ 指導計画 

時 教師の指導行動 学習活動・児童 指導事項 

１次「思いやりのデザイン」を読み、双括型で書かれた文章、対比された文章の特徴をつかむ。 

１ ○学習計画を伝え、単元の見通

しをもたせる。 

○「思いやりのデザイン」を範

読し、筆者の考えについて確

認する。 

○学習計画を聞き、単元の

見通しをもつ。 

○「思いやりのデザイン」

を読み、初めに書かれて

いる内容を読み取る。 

・形式段落に分ける。 

・話題を捉えさせる。 

・内容の大体を捉え、筆者

の考えを理解させる。 

２ ○筆者の考えと、その説明のし

かたについて理解させる。 

○双括型の文章について理解

させる。 

○文章の内容が対比されて

いることを意識して読

む。筆者の考えに対する

自分の考えをもつ。 

・筆者の考えとそれを支え

る例との関係について理

解させる。 

２次「アップとルーズで伝える」を読み、双括型、対比された文章の良さについて理解する。 

３ ○「アップとルーズで伝える」

を範読する。 

○文章の大体を捉えさせる。 

○話題、筆者の考え、問いを確

認する。 

○「アップとルーズで伝え

る」の初めの段落を読み、

話題、筆者の考え、問い

を読み取る。 

・形式段落に分けさせる。 

・語句の意味を確認する。 

・話題、筆者の考え、問い

を捉えさせる。 

４ 

本
時 

○４・５段落を読み、内容を捉

え、関係性をつかませる。 

○対比して説明することの良

さを考えさせる。 

○アップとルーズ・分かる

ことと分からないことを

読み取りながら対比され

た文章内容を捉える。 

○対比して説明する良さを

理解する。 

・叙述を基に文章の内容理

解をさせる。 

・対比して説明された文章

の効果を理解させる。 

・逆説、まとめの接続語の

理解を深めさせる。 

５ ○６・７段落の役割について考

えさせる。 

○８段落と同じような文章を

探し、双括型の説明文である

ことを理解させる。 

○６～８段落を読み、６・

７段落の役割について考

える。 

○８段落と同じような文章

を探し、双括型の説明文

であることを理解する。 

・筆者の考えとそれを支え

る例との関係について叙

述を基に捉えさせる。 

 

６ ○段落ごとの内容を簡単にま

とめさせる。 

○段落相互の関係に着目して

読み、文章構成を考えさせ

る。 

○文章構成図の穴埋めを行

い、段落相互の関係につ

いて考える。 

○完成した文章構成図を見

て、筆者の工夫について

気付いたことを発表す

る。 

・段落相互の関係に着目し

て読み、文章構成を捉え

させる。 

・筆者の文章構成の工夫に

ついて共有させる。 

７ ○筆者の考えに対する自分の

考えをもたせ、伝え合わせ

る。 

○物事を伝えるときに大切な

ことを考えさせる。 

○アップとルーズに対して

自分の考えをもち、友達

と発表し合う。 

・自分の考えとそれを支え

る理由や事例をまとめさ

せる。 
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３次読み取ったことを生かして「考えと例」で自分の考えを述べる。 

８ ○本文ではアップとルーズの

良さを伝えるための例示と

して映像・新聞となっている

ことを理解させる。 

○自分の考えを支える具体例

を挙げながら、作文させる。 

○「考えと例」を読み、例

示の仕方を工夫しながら

考えを伝える文章を考え

る。 

・学習課題に沿って学習に

取り組み、自分の考えを

発表させる。 

 

 

 

９ 本時の展開（４／８時） 

指導事項  

○対比的に説明されている内容を捉え、その説明の良さについて考えさせる。 

 教師 児童 教師 

 学習行動の指針 学習活動 既習事項の想起 

 説明・提示・指示・質問・確認 予測 説明・提示・指示・質問・確認 

1    ○確認 

前回は「アップとルーズで伝え

る」の一段落目から三段落目を

詳しく読みました。 

2   

・ある部分を大きく映す撮り

方です。 

○閉じた質問 

第三段落で「アップ」とは、ど

んな撮り方と書いてありまし

たか。 

3   

・広い範囲を映す撮り方で

す。 

○閉じた質問 

「ルーズ」とは、どんな撮り方

と書いてありましたか。 

4   

・「アップとルーズでは、どん

な違いがあるのでしょう。」 

○指示 

問いの文を全員で読みます。 

5 ○提示 

今日は、アップとルーズの違い

をまとめながら、筆者の説明の

良さを考えます。 

  

 

6 

 

○指示 

ワークシートのめあてをみん

なで読みましょう。 

 

・めあてを読む。 

 

7 

 

 

 

 

  

めあて アップとルーズのちがいをまとめて、対比して説明する良さを考えよう。 
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8 

 

 

・対比です。 

○閉じた質問 

二つのものを比べて違いをは

っきりさせることを何と言い

ますか。 

9 ○指示 

四・五段落を全員で声を合わせ

て音読しましょう。 

 

・全員で音読する。 

 

10 ○指示 

四段落にアップで撮るとどん

なことがよく分かりますと書

いてありますか。鉛筆で線をひ

きましょう。 

 

 

 

11 ○閉じた質問 

アップで撮るとどんなことが

よく分かりますと書いてあり

ますか。 

 

・アップで撮ると、細かい部

分の様子がよく分かります。 

 

12 ○説明 

文の最後の表現に注目すると

見付けやすいです。文の最後の

ことを文末と言います。 

  

13 ○指示 

教科書の文に赤鉛筆で線を引

きましょう。 

 

・教科書の文に線を引く。 

 

14 ○指示 

細かい部分の様子とは、どこの

ことでしょう。細かい部分の様

子について書かれた文を見付

けて線を引きます。一つとは限

りません。 

 

 

 

15 ○閉じた質問 

どの文が細かい部分について

ですか。 

 

・ゴールを決めた選手が両手

を広げて走っています。 

・ひたいにあせを光らせ、口

を大きく開けて、全身でよろ

こびを表しながら走る選手の

様子がよく伝わります。 

 

16   

・前とは反対のことが続くと

きです。 

○閉じた質問 

第四段落に「しかし」とありま

すが、これはどんなときに使い

ますか。 
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17 ○指示 

アップで撮るとどんなことが

分かりませんと書いてありま

すか。文末に注目しながら見付

けて鉛筆で線を引きましょう。 

 

  

18 ○閉じた質問 

線を引いたのは、どの文です

か。 

 

・走っている選手いがいの、

うつされていない多くの部分

のことです。 

・教科書の文に青鉛筆で線を

引く。 

 

19 ○閉じた質問 

うつされていない多くの部分

について書いてあるのはどの

文ですか。見付けて鉛筆で線を

引きましょう。 

 

・ゴールを決められたチーム

の選手です。 

・それぞれの応援席の様子で

す。 

 

20 ○開かれた質問 

それ以外にも分からないこと

がありそうです。教科書に書い

てあること以外で他に分から

ないことは何だと思いますか。 

 

・味方の選手の様子です。 

・監督の様子です。 

 

21 ○指示 

五段落にはルーズで撮るとど

んなことがよく分かりますと

書いてありますか。文末に注目

しながら見付けて線を引きま

しょう。 

  

22 ○閉じた質問 

ルーズで撮るとどんなことが

よく分かりますと書いてあり

ますか。 

 

・ルーズで撮ると、広い範囲

の様子がよく分かります。 

 

23 

 

○指示 

教科書の文に赤鉛筆で線を引

きます。 

  

24 ○指示 

線を引いた部分をワークシー

トに書きましょう。 
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25 ○閉じた質問 

広い範囲の様子ついて具体的

に書いてあるのはどの文です

か。見付けて鉛筆で線を引きま

しょう。 

 

・あちこちでふられる旗、た

れまく、立ち上がっている観

客と、それに向かって手をあ

げる選手たち。選手とおうえ

んした人たちとが一体となっ

て、しょうりをよろこび合っ

ています。 

 

 

26 ○指示 

短くまとめてワークシートに

書きましょう。 

 

・ワークシートに記入する。 

 

27  

  

 

・前とは反対のことが続くと

きです。 

○閉じた質問 

第五段落には「でも」とありま

すが、これはどんなときに使い

ますか。 

28   

・ワークシートに記入する。 

○確認 

そうですね。第四段落の「しか

し」と同じように使われます。 

29 ○指示 

ルーズで撮ると分からないこ

とが書いてある部分に線を引

きましょう。 

 

 

 

30 ○閉じた質問 

ルーズで撮るとわからないこ

とは何ですか。 

 

・各選手の顔つきや視線、そ

れらから感じられる気持ちで

す。 

 

31 ○閉じた質問 

各選手の顔つきや視線、それら

から感じられる気持ちは、四段

落でまとめた言葉に言い換え

ると何の様子だと言えますか。 

 

・細かい部分の様子です。 

 

32 ○確認 

そうですね。細かい部分の様子

はルーズだと分かりにくいで

す。 

 

 

 

33 ○確認 

四段落・五段落と対比された文

をくわしく読んできました。 

 

 

 

34 ○提示 

四・五段落をふりかえりましょ

う。 
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35   

・細かい部分の様子です。 

○閉じた質問 

アップで分かることはなんで

しょう。 

36   

・うつされていない多くの部

分の様子です。 

○閉じた質問 

アップで分からないことはな

んでしょう。 

 

37   

・広い範囲の様子です。 

○閉じた質問 

ルーズで分かることはなんで

しょう。 

38   

・細かい部分の様子です。 

 

○閉じた質問 

ルーズで分からないことはな

んでしょう。 

39 ○指示 

読み取って書いてきたことを

短くまとめてワークシートに

書きましょう。「アップで撮る

と」「ルーズで撮ると」に続けて

書きます。 

 

・ワークシートに書く。 

 

40 ○指示 

四段落について書いたことを

発表しましょう。 

 

・アップで撮ると細かい部分

の様子はよく分かるが、うつ

されていない多くの部分の様

子は分からないです。 

 

41 ○指示 

五段落について書いたことを

発表しましょう。 

 

・ルーズで撮ると、広い範囲

の様子はよく分かるが、細か

い部分の様子は分からないで

す。 

 

42 ○確認 

筆者は四段落と五段落を対比

させて書いていました。 

  

43   ○確認 

対比とは二つのものを比べて、

違いをはっきりさせることで

す。 
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44 ○開かれた質問 

対比して説明するとどんな良

いことがあると思いますか。 

 

・比べて書かれていると違い

が分かりやすいです。 

・それぞれのいいところがよ

く分かります。 

 

45 ○確認 

次の学習は、六・七・八段落を

読んでいきます。 
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  １０ 成果と課題 

  

①文章の読み取りを深めるための指導方略 

→語句や文末表現、接続語の意味を正しく理解させる。 

文章を正しく読み取るために、語句の意味をしっかり理解している必要がある。本単元では、

サッカーの専門的用語が多く使われているため、語句の意味について教科書の写真を用いて確

認した。写真で見ることによって、内容をイメージして文章を読み取りにつなげることができ

た。また、文末表現や接続語に着目させることで、一文ごとに何を伝えたいのかをはっきりと捉

えさせることができると考えた。例えば「～といいます。」という書き方から「アップ」と「ル

ーズ」とは何か定義付けていること、「分かります。」「分かりません。」といった表現から分かる

ことと分からないことを区別させること、「しかし」「でも」といった逆接の接続語から、前の文

章と反対の意味になっていることを正確に読み取らせるようにした。文末表現や接続語に着目

させることで、アップやルーズの特徴を正しく読み取らせることができた。 

一方で、意味調べをする時間を設定しておらず、教師の教え込みや知っている児童の解説の時

間になってしまうことがあった。分からない語句があったら自主的に国語辞典を使って調べる

ことができるようにすることも大切である。日頃から国語辞典を手元に置き、調べる習慣をつけ

る必要があった。本時では、本文の内容を読み取ることに重きを置きすぎてしまった。児童の主

体的な活動が少なかったのが課題であり、教えるところと考えさせるところの指導計画を見直

していく。 

 

②児童の思考を促すための指導方略 

   →発問を精選し、的確な指示を出して活動内容の明確にする。 

叙述を基に考えさせる手立てとして「なんと書かれていますか。」と語尾を文章中から読み取

らせるようにした。そのため、読み取りが正確にできるようになった。一つ一つの発問を児童の

思考に合わせていく必要があり、そのために教材研究をして深く文章を読み取ることが大切だ

と考える。 

「書かれた文を見付けましょう。」という発問だと一文を探してしまっていた。出させたい内

容が言葉や部分であれば言い換えたり、一つだけとは限らないと付け加えたりすると、意見が活

発になるのではないかという指摘があった。また、文章に出てくるアップで分かる「細かい部分」

について捉えが曖昧だった。「両手を広げて走っています。」はルーズでも確認することができる

ので、細かい部分の様子とは言えないのではないか。今後も教材分析を行い、適切な発問を工夫

していく。 

 

③文章の構成を捉えるための指導方略 

   →対比して説明された段落の関係性や文章構成に沿ったワークシートを作成する。 

     本単元の特徴として「はじめ・中・終わり」の中の例が対比して取り上げられている。その

構成を捉えること、構成の良さを生かして文章を書く際に使えるようにするためにワークシー

トを文章構成の形にした。そのことにより対比して説明する良さは感じ取ることができた。 


